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要旨
安部公房はその幼少期を旧満州で過ごしていた。高校と大学は日本で通っていたが、敗
戦を予感した彼はまた旧満州に戻り、帰国したのは二年後の昭和二十一年十月頃だった。
全く違う環境で育った彼は故郷の日本に馴染むことに抵抗を感じ、自分のことを異端者の
ように考える。日本という社会において異端者が如何に生きるかということは、彼にとっ
ての最初の、そしてその後の創作を貫く課題である。
安部公房の初期作品に注目すると、異端者が如何に既存世界から脱し、全く新しい世界
を創造するかという中心テーマが浮かんでくる。そして昭和二十五年に執筆し、翌年作品
集として出版される『壁』に、当時作者安部公房がたどり着いた答えが集約されていると
言える。
『壁』は「壁―― S・カルマ氏の犯罪」、「バベルの塔の狸」と「赤い繭」の三部から構
成されている。その中の「赤い繭」にはさらに「赤い繭」、「洪水」、「魔法のチョーク」、「事
業」という四つの作品が収録されている。作品集『壁』は、安部公房の初期における重要
なものとしてこれまでも多くの研究者に取り上げられてきた。だが旧約聖書の「創世記」
の第一章から第十一章、最初の天地創造からバベルの塔までの物語がモチーフとして『壁』
に収録されている六つの作品に取り込まれていることを指摘した先行研究はまだない。
『壁』は異端者の〈創世記〉について書かれた作品集であり、デビュ
ー作「終わりし道の標べに」以来安部公房が考えつづけてきた異端者の
哲学に対する一つの答えを示されている。異端者がどこに帰属すべき
か、何を信じて行動すべきか。そして如何にして既存世界から脱し、全
く新しい世界の創造、異端者の〈創世記〉を成し遂げるかという課題に
対する安部の考えが反映されている。本論は以上三つの問題意識に従い
章を大きく三部に分け考察する。執筆当時の安部公房が何を考え、そして『壁』を
通して何を伝えようとしたのかという問題を明らかにした。また『壁』が完成されるほぼ
一年後に発表された、初期作品として重要な「ノアの方舟」についても言及した。
序論ではまず安部公房が『壁』を執筆するに至るまでの経緯や背景及び『壁』に関する研
究の現状を概説した。各収録作品に取り入れた「創世記」のモチーフを取り上げ、そして
異端としての自分の帰属する場所はどこなのか、何を信じ生きるべきか、また新しいもの
をいかに創造するかという問題を考えつづけた安部が「創世記」のどこに関心を持ったか
を明らかにした。
第一部は、「異端者が帰属する場所」として、「赤い繭」と「壁―― S・カルマ氏の犯罪」
において異端と看做される二人の主人公が自分の帰属する場所についての考え、そしてそ
れらが最後に行き着く場所に注目し、分析を行った。
第一章で「赤い繭」を取り上げ、「さまよえるユダヤ人」という主人公「おれ」の自己
認識を「 創 世 記 」 での カ イン に 重ね 、 作品 に 於け る 重 要な モ チー フ とし
て掘 り 下げ た 。主人公「おれ」の体験を解析し、「おれ」が考える「さまよえるユダ
ヤ人」の意味を突き止めた。境界線を重んじる社会と、社会への帰属を拒まれ続けてきた
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「おれ」との関係性や、社会という神を信じない不信仰者「おれ」とカインの類似性、さ
らには「おれ」の赤い繭への変身とその後に迎える結末を詳細に分析する。繭とは何を表
すのか、赤の意味は何か、それらの疑問を解明し、作者安部公房が表そうとした寓意を明
らかにすることを目的とする。
第 二 章 で は 『 壁 』 に お い て 最 も 注 目 さ れ て い る 作 品 「 壁 ― ― S・ カ
ル マ 氏 の 犯 罪 」 に 焦 点 を 当 て 、 こ れ ま で 十 分 考 察 さ れ て い な い 物 語 終
盤 に 書 か れ る 「 新 ノ ア の 洪 水 」 の エ ピ ソ ー ド の 謎 に 迫 っ た 。 テキストを
改めて考究することにより、洪水が起こる原因、ノアが登場する意味、そして「新ノアの
洪水」が象徴する意味を解明し、作者安部公房が「壁―― S・カルマ氏の犯罪」を通して
伝えようとしたものを明らかにした。
第二部は、「異端が信ずべきもの」として、「洪水」、「ノアの方舟」と「事業」を取り
上げる。この三つの作品を分析することで、社会のルールや権威に違和感や抵抗を覚えた
ものは現実をどのように受け止め、何を信じて生きるべきかという安部公房がこの三作に
託した問題意識を解明した。
第一章では執筆当時安部公房が強い関心をもっていた絶望の問題を「洪水」の中心テー
マと関連させて、作品分析を掘り下げた。液体化する人間の共通点を探しだし、液体化、
そして洪水が起こる原因を突き止めた。液体人間の性質や聖書のノアを登場させた意味、
さらに、これまで言及されていない花田清輝の思想と小説「洪水」の関係の検証を試み、
安部が「洪水」に託したものを明らかにした。
第二章では安部公房が「方舟思想」を正当性のない「弱肉強食説」と考えていたことを
突き止め、小説「ノアの方舟」で具体的にどのようなノア像を作り上げ、「新方舟伝説」
を組み立て「方舟思想」を表現しようとしたのか、そして「方舟思想」のような考え方を
批判する精神を育てるには何が必要かということを、作品を考察することで明らかにした。
第三章では「偶然」をテーマとした寓話として「事業」の考察を行った。「事業」にお
ける「偶然」の意味を解明し、主人公の「私」、そして作者安部公房が人肉ソーセージ製
造機に「ユートピヤ」という名前をつける意図は何か、「私」はどうして誰にも止められ
ることなくその恐ろしい事業を拡大することができたのか、さらに「私」が助力を求める
「貴下」とはどのようなものか、小説が「貴下」に宛てる手紙の形で書かれる意図は何な
のか。それらの疑問を解明し、作者安部公房が表そうとした寓意を明らかにすることを目
的とする。
第三部は「異端の〈創世記〉」として、安部公房が『壁』を執筆するまでの間創造につ
いて考えたことを指摘した。同人グループ「世紀」での活動を整理し、その創造の方法論
がどのように変化し、そして『壁』に反映したのかを考察した。
第一章では昭和二十三年から昭和二十五年までの三年間での、安部公房の創造に関する
言論を整理し、理論の発展する軌跡を改めて捉え直した。安部公房の思想と方法論におけ
るめざましい転身、すなわちアヴァンギャルドに傾倒する過程で重要な座標はどこにあり、
どのように繋がって発展してきたのかを追求する。そしてそれらに通底するものはなにか、
さらにそれを可能にさせた原動力はなにかという問題を解明した。
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第二章ではこれまで指摘されていなかった「洪水」の同人グループ「世紀」との繋がり
に焦点を絞り、とくに未刊の機関紙『行方不明』との強い関連性を提示してみた。その上
で、「世紀」で活動する安部公房は何を目指し、どのような思いを『行方不明』に託して
いたのか、そしてそれを「洪水」にどう反映したのかということを明らかにした。
第三章ではこれまで作者のシュルレアリスム批判として読まれてきた「バベルの塔の狸」
の読み直しを試みた。先行研究の多くが「空想」や「無意識」といった言葉に囚われたた
め、主人公が最初からバベルの塔に嫌悪感を抱く理由や、最後に詩人をやめた理由につい
ては考察をしていない。論者は、アンテンとバベルの塔の狸たちが理想としたものを改め
て考察し、アンテンの抱く嫌悪感の正体を突き止め、彼がついに詩人を止めた理由、そし
て詩人を止めるという結末に託した作者安部公房の思いを明らかにした。
第四章では「魔法のチョーク」を取り上げ、主人公アルゴン君による創造の失敗に大き
く関わるイヴの誕生とその役割に重点を置きながら、物語の時間順を追って、「魔法のチ
ョーク」の真相を解明することを目的とする。アルゴン君がなぜ創造に失敗したのか、そ
して安部公房はこの失敗をどう捉えているのかを詳細に分析し、考察した。
結論ではあらためて『壁』全篇を振り返り、「創世記」での人物やエピソードは『壁』
においてどうアレンジされているのかを整理し、神「エホバ」や「ノア」といった絶対的
な存在やそれに縋るものが批判され、もとの世界に脅威を与える異端者は新しいリアリテ
ィを育むものとして描かれていることを明らかにした。
聖書の「創世記」を神の〈創世記〉というなら、安部公房の『壁』はまさに異端者の〈創
世記〉と言えよう。本論は異端の帰属する場所、信ずべきもの、そして異端者による新し
いリアリティの創造という三つの問題意識を明確にし、作者安部公房が『壁』創作したこ
とを論究した。
